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令 和 8 年 1 0 月 8  日 
都市整備部都市交通計画担当 

 

江東区地域公共交通計画(素案)について 
 
 

 1 素案の概要 

地下鉄８号線をはじめとする幹線公共交通の充実に向けた取組が進む一方、

幹線公共交通サービスの圏域外エリアが存在し、公共交通の担い手も不足す

るなど問題が懸念される中、交通結節機能の強化や多様な移動ニーズに応じ

た移動手段の確保、移動制約者に寄り添った移動環境整備などが求められて

いる。 
また、自動運転等の新技術や脱炭素化の取組等にも期待が寄せられている。 
こうした背景を受け、さまざまな公共交通の位置付けを整理し、都市計画

マスタープラン等の関連計画との整合を図りながら、持続可能な交通環境を

形成していく必要がある。 
以上を踏まえ、現状や課題の分析を通じ、本区の移動手段のマスタープラ

ンである「江東区地域公共交通計画」を策定することとし、その素案を作成

した。 

 

 2 計画の期間 

令和 9（2027）年度から令和 18（2036）年度までの 10 年間とする。 
 

 3 対象区域 

江東区全域とする。 
 

 4 対象範囲 

本計画では、現在の移動手段に加えて、新たな技術を活用した移動手段

（次世代モビリティ）についても検討の対象とする。 
 

  

資料7-1 



 

2 

 5 計画の構成イメージ 

 計画の概要 

計画期間、対象区域、対象範囲など 

 区の取組の方向性 

上位・関連計画、国・都の方針の整理など 

 区の現状整理 

人口、土地利用、交通環境、移動実態、交通を取り巻く社会状況など 

 区の公共交通に関する課題 

 計画の基本方針・計画目標 

 目標を達成するための施策・取組 

 計画達成状況の評価 

 計画の推進体制 

 

 6 今後のスケジュール（予定） 

令和 8 年 10～11 月  パブリックコメントの実施 
令和 9 年 1 月  江東区地域公共交通推進協議会 

 3 月  建設委員会（一定）にて計画（案）の報告 
計画策定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


